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れゆえ，突厥が唐に服属しているこの時代を羈縻支配時代（630 ～ 682 年）と
呼んでいる．しかし，突厥は漠南で三度にわたる反乱を起こし，ついに突厥





















p. 11，番号 342；葛 2006，pp. 140-147］・施［氣賀澤 2009，p. 113，番号 2858；
石見 1998b，pp.  179-204］・哲［氣賀澤 2009，p.  113，番号 2859；石見 1998b，
pp.  191-193］の 3 代，他鉢可汗の孫である思摩［氣賀澤 2009，p.  11，番号
292；岳 1995；鈴木 2005］，葉護可汗・処羅侯の孫に当たる忠［氣賀澤 2009，p. 






















(2)  本墓誌は張 2009，pp.  102-103 にも録文が掲載されているが，不完全で誤りが多い
ため，本稿では参照しなかった．




いた歴史学的な研究として趙 2009 の他に朱 2010a があるが，両者ともにその
関心は阿史那感徳が漢人風の名・字を帯びていることや，葬送の習俗が突厥
のそれと異なり漢人と同じになっていることなど，感徳が「漢化」している










本 墓 誌 は， 趙 2004，p.  82 に よ れ ば， 正 方 形 で 1 辺 約 75  cm， 厚 さ 約
15.5  cm，楷書で 45 字 ×  45 行ある．墓誌蓋は 1 辺約 76.5  cm，厚さ約 13  cm




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2-1. 「紀其躔次」　趙 2009 は「其」と「躔」の間に「距」を入れるが，衍字である．
























なると，一時的にではあるがタルドゥシュ tarduš 部の長であるシャド šad とな
らんでテリス tölis 部の長の称号となり，第二可汗国の両翼体制を構成するこ











（671）年に洛陽の道術里で死去したという［徐／李 2006，p.  307；朱 2010b，
pp.  174-175,  n.  149］．職事官が「阿史那感徳墓誌」の記述と矛盾するが，当人
の墓誌の記述を採るべきだろう．感徳が入った鷹揚衛は武衛を改称したもの
なので，親子で同じ衛に仕えたことになる．















25-1. 「夙慕皇風」　『補遺』，趙 2009 ともに「夙」ではなく「風」にしているが，
拓本写真からは「夙」に見えるため，改める．





28-1. 「従政里」　先行研究［徐／李 2006，p.  384；趙 2009，p.  481］で洛陽城
の南西端にあった「従政坊」のことと解釈されており，これに従う．





































































































































































































































































































































































































































































































































(67)	 岩佐 1936，pp.	88-90；石見 1987，pp.	123-127.	後には左廂に桑乾都督府を，右廂に























































































































































































































































































森安孝夫氏によれば，760 年代後半あるいは 770 年代に陰山南部からオルド
ス北部に 12 の氏族からなる突厥集団（ブグチョル 'Bug-čor 十二姓）が存在し
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【系図】　※森安 2007, p. 149；内藤 1988, p. 256をもとに作成
　　　　　 丸囲み数字は第一可汗国における可汗即位順
